
評価事例 ９ 
単 元 名 第６学年 Unit１ This is me! 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらうために，名前や好きなもの，誕生日について，伝えよう

とする内容を整理した上で話すことができる。          
「話すこと［発表］イ」 

言 語 活 動 新しく同じ学級になった友達に自分のことを伝えるために，自己紹介カードを作成し，
名前や好きなもの, 誕生日など伝えたいことを整理して学級の友達に発表する。 

 
評価の進め方 
 児童は３～５人のグループに分かれ，グループ内で自己紹介を行う。教員とＡＬＴは，発表の様子を見な
がら分担して評価をする。 

 
評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
月や日付，身の回りのものなど

を表す語句や I’m ～. I’m from ～. 
I like ～. My birthday is ～.の表現
について理解している。 
〈技能〉 
名前や好きなもの，誕生日につ

いて，上記の語句や表現等を用い
て，話す技能を身に付けている。 

自分のことをよく知ってもらう
ために，名前や好きなもの，誕生
日について，伝えようとする内容
を整理した上で話している。 

 

自分のことをよく知ってもらう
ために，名前や好きなもの，誕生
日について，伝えようとする内容
を整理した上で話そうとしてい
る。 

 
思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，更に詳しく伝わるように
話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 名前や出身地，好きなものや誕生日を話している。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 

 
評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
I’m Hiromi. 
I’m from Natori. 
I like cats. 
I have three cats.① 
Do you like cats?② 
My birthday is September 28th. 

I’m Hiromi. 
I’m from Natori. 
I like cats. 
My birthday is September 28th. 
 

S: I’m Hiromi. 
I’m from Natori. 

  My birthday is September 28th. 
  … 
T: 好きなものはありますか。 
S: I like ... 

理由 
名前や出身地，好きなものや誕

生日を話しているだけでなく，①I 
have three cats.と情報を付け加えた
り，②Do you like cats? と聞き手に
問い掛けたりして，更に詳しく伝
わるように話している。 

理由 
 名前や出身地，好きなものや誕
生日を話している。 

理由 
 名前や出身地，誕生日は話して
いるが，好きなものを話していな
い。そのため，自分のことが十分
に伝わらない。 
 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 
指導のポイント 
・伝える相手を新しく赴任した先生などと設定することで，児童に相手意識を持たせる。 
・自己紹介カードをポスター形式にして教室に掲示し，学習参観で保護者などに見てもらえるようにするこ
とで，児童の意欲を高めることも考えられる。 

 



評価事例 10 
単 元 名 第６学年 Unit２ How is your school life? 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらうために，普段の生活の様子や大切にしているものについ

て，話すことができる。                      「話すこと［発表］ア」 

言 語 活 動 
動画を撮影して，他校のＡＬＴに自己紹介をする。自分のことをよく知ってもらうため

に，住んでいる地域や普段の生活の様子，大切にしているものなどを発表する。他校のＡ
ＬＴを直接招いたり，オンラインで中継をしたりすることも考えられる。 

 

評価の進め方 
 児童は３～５人のグループに分かれ，グループ内で１人ずつ発表させ，その様子を動画で撮影する。教員
とＡＬＴは，発表の様子を見ながら分担して評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
動作や頻度，身の回りのものなど
を表す語句や I live in ～. I go to 
～. I usually ～. My treasure is ～.の
表現について理解している。 
〈技能〉 
普段の生活の様子や大切にして
いるものについて，上記の語句や
表現等を用いて，話す技能を身に
付けている。 

自分のことをよく知ってもらう
ために，普段の生活の様子や大切
にしているものについて，話して
いる。 

 

自分のことをよく知ってもらう
ために，普段の生活の様子や大切
にしているものについて，話そう
としている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，更に詳しく伝わるように
話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 住んでいる地域や通っている学校，普段することや大切にしているもの
を話している。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 

 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
I live in Natori in Japan. 
I go to Mitazono Elementary School 
in Natori city.① 
I usually watch anime on weekends. 
My treasure is this key chain. 
I like this anime character.② 

I live in Natori in Japan. 
I go to Mitazono Elementary School. 
I usually watch anime on weekends. 
My treasure is this key chain. 
 

S: I live in Naroti in Japan. 
     I go to Mitazono Elementary  
     School. 
     I usually watch anime on  
     weekends. 
 … 

T: 大切にしているものは何ですか。 
S: My ... 
 

理由 
住んでいる地域や通っている学

校，普段することや大切にしてい
るものを話しているだけでなく，
①in Natori city と情報を付け加え
たり，②I like this anime character.と
自分の気持ちを加えたりして，更
に詳しく伝わるように話してい
る。 
 Do you like anime? などと聞き
手に呼び掛けることも考えられ
る。 

理由 
 住んでいる地域や通っている学
校，普段することや大切にしてい
るものを話している。 

理由 
 住んでいる地域や通っている学
校，普段することは話しているが，
大切にしているものを話していな
い。そのため，自分のことが十分
に伝わらない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・伝える相手を他校のＡＬＴや他の学級の児童，他校の小学生などと設定することで，児童に相手意識を持
たせる。 

・小小連携の例として，撮影した動画を見合ったり，オンラインで紹介し合ったりするなど，他校の小学校
と交流することも考えられる。 

 



評価事例 11 
単 元 名 第６学年 Unit３ Let’s go to Italy.  

単 元 の 目 標 
自分が調べたことをよく知ってもらうために，おすすめの国について，伝えようとする

内容を整理した上で話すことができる。             「話すこと［発表］イ」 

言 語 活 動 

 グループごとに旅行代理店を作り，担当する国を１つ決めて，学級の友達にその国の魅
力を紹介する。おすすめの国を知ってもらうために，その国について，観光できる場所や
食べられる物など伝えたいことを整理して発表する。発表する際は，各旅行代理店から１
人ずつ集まってグループを作り，様々な国を紹介し合う。 

 

評価の進め方 
 児童は，各旅行代理店から１人ずつ集まって４人のグループを作り，グループ内でそれぞれのおすすめす
る国を発表する。教員とＡＬＴは，発表の様子を見ながら評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
国名や食べ物，様子などを表す

語句や You can ～. It’s ～.の表現
について理解している。 
〈技能〉 
おすすめの国について，上記の

語句や表現等を用いて，話す技能
を身に付けている。 

自分が調べたことをよく知って
もらうために，おすすめの国につ
いて，伝えようとする内容を整理
した上で話している。 

自分が調べたことをよく知って
もらうために，おすすめの国につ
いて，伝えようとする内容を整理
した上で話そうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，更に詳しく伝わるように

話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 おすすめの国について，観光できる場所や食べられる物，感想を話して
いる。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 

 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
China is a nice country. 
You can see the Great Wall of China. 
It’s very long.① 
You can eat ramen. 
I like miso flavor.② 
It’s delicious. 

China is a nice country. 
You can see the Great Wall of China. 
You can eat ramen. 
It’s delicious. 

S: China is a nice country. 
  You can see the Great Wall of     

China. 
  You can eat ramen. 
 … 
T: 感想はありますか？ 
S: It ... 

理由 
 おすすめの国について，観光で
きる場所や食べられる物，感想を
話しているだけでなく，①It’s very 
long.と情報を付け加えたり，②I 
like miso flavor.と自分の気持ちを
付け加えたりして，更に詳しく伝
わるように話している。 

 

理由 
 おすすめの国について，観光で
きる場所や食べられる物，感想を
話している。 
 
 

理由 
おすすめの国について，観光で

きる場所や食べられる物は話して
いるが，感想を話していない。そ
のため，おすすめする理由が十分
に伝わらない。 

 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・グループごとに旅行代理店を作り，おすすめの国を発表することにする。発表に向けて，グループ内で発
表の仕方を練習したり，ペアでおすすめの国を紹介したりするなど，スモールステップで活動を組み立て
る。 

・社会科の地図帳やタブレット端末，学校図書館等を活用し，おすすめの国について，調べ学習をする時間
を設ける。 

 



評価事例 12 

単 元 名 第６学年 Unit４ Summer Vacations in the World 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらうために，夏休みの思い出について，伝えようとする内容

を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを話すことができる。  
「話すこと［発表］ウ」 

言 語 活 動 
どのような夏休みを過ごしたのか知ってもらうために，学級の友達に，夏休みの思い出

を発表する。夏休みの出来事から 1 つを絞り，その様子を描いた絵カードを示しながら，
行った場所やしたこと，感想など伝えたいことを整理して話す。 

 

評価の進め方 
 学級の児童を２つのグループに分ける。グループごとに集まり，１人ずつ前に出て発表する。教員とＡＬ
Ｔで担当するグループを決め，発表の様子を見ながら評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
 場所や動作，食べ物，様子など
を表す語句や I went ～. I enjoyed 
～. I ate ～. It was ～.の表現につ
いて理解している。 
〈技能〉 
 夏休みの思い出について，上記
の語句や表現等を用いて，自分の
考えや気持ちなどを話す技能を身
に付けている。 

自分のことをよく知ってもらう
ために，夏休みの思い出について，
伝えようとする内容を整理した上
で，自分の考えや気持ちなどを話
している。 

自分のことをよく知ってもらう
ために，夏休みの思い出について，
伝えようとする内容を整理した上
で，自分の考えや気持ちなどを話
そうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，自分の考えや気持ちが更

に詳しく伝わるように話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 夏休みの思い出について，行った場所やしたこと（楽しんだこと，食べ
た物など），感想を話している。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
I went to Hanayama. 
I enjoyed hiking. 
Do you like hiking?① 
I ate a rice ball. 
I like rice balls.② 
It was fun. 

I went to Hanayama. 
I enjoyed hiking. 
I ate a rice ball. 
It was fun. 

S: I went to Hanayama. 
 I enjoyed hiking. 
  I ate a rice ball. 
  ... 
T: 感想はありますか？ 
S: It was ... 

理由 
夏休みの思い出について，行っ

た場所やしたこと（楽しんだこと，
食べた物），感想を話しているだけ
でなく，①Do you like hiking?と相
手の理解を確かめる呼び掛けを行
ったり，②I like a rice ball.と情報を
付け足したりして，自分の考えや
気持ちが更に詳しく伝わるように
話している。 
既習の語句や表現の活用として

は，一文を付け足すだけでなく，
by car や with my family のように文
の後ろに語句で付け足すことも考
えられる。 

理由 
 夏休みの思い出について，行っ
た場所やしたこと（楽しんだこと，
食べた物），感想を話している。 
したことについては，楽しんだ

ことや食べた物以外にも，見た物
や買った物，作った物など，その
場所でしたことの中から選択して
話すことが考えられる。 

理由 
 夏休みの思い出について，行っ
た場所やしたこと（楽しんだこと，
食べた物）は話しているが，感想
を話していない。そのため，どの
ような夏休みを過ごしたのかが十
分に伝わらない。 
  
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・一番伝えたい夏休みの思い出について，行った場所やしたこと，感想などを，イメージマップやクラゲチ
ャートなどを活用したワークシートに書かせ，伝えたいことを整理する場面を設ける。 

・ワークシートに整理して書いたことを英語で伝えるには，どのような語句や表現を知りたいか，既習の語
句や表現をどのように使って話せば良いかを考えさせる。 

 



評価事例 13 
単 元 名 第６学年 Unit５ We all live on the Earth. 

単 元 の 目 標 
自分が調べたことをよく知ってもらったり，相手が調べたことをよく知ったりするため

に，食物連鎖について，身近で簡単な事柄を伝え合うことができる。 
                            「話すこと［やり取り］イ」 

言 語 活 動 

理科の授業で学んだことをＡＬＴに伝えるという場面を設定する。食物連鎖について互
いが学習したことを知るために， 生き物について，その生息地や食べている物などを伝え
合う。３人のグループを作り，食物連鎖のつながりが分かるように担当する生き物を分担
する。 

 

評価の進め方 
 児童は３人のグループを作り，グループ同士でやり取りを行う。発表する場所を数カ所設け，学級の半分
のグループは発表する場所を固定し，その他のグループは発表する場所を１つずつ移動する。教員とＡＬＴ
は，やり取りの様子を見ながら分担して評価をする。 

 

評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〈知識〉 
生き物，生息地などを表す語句や

Where do ～  live? ～  live in ～ . 
What do ～ eat? ～ eat ～.の表現
について理解している。 
〈技能〉 
食物連鎖について，上記の語句や
表現等を用いて，伝え合う技能を
身に付けている。 

自分が調べたことをよく知って
もらったり，相手が調べたことを
よく知ったりするために，食物連
鎖について，身近で簡単な事柄を
伝え合っている。 

自分が調べたことをよく知って
もらったり，相手が調べたことを
よく知ったりするために，食物連
鎖について，身近で簡単な事柄を
伝え合おうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を使い，更に詳しく尋ねたり答えた
りしている。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 生き物について，その生息地や食べている物を尋ねたり答えたりしてい
る。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
S1: This is an owl. 
S2: Where do owls live? 
S1: Owls live in the forest. 
S2: What do owls eat?  
S1: Owls eat snakes. 
      Owls catch snakes at night.① 
S2: Owls are strong?② 
S1: Yes! Owls are strong but cute. 
 

S1: This is a snake. 
S2: Where do snakes live? 
S1: Snakes live in the forest. 
S2: What do snakes eat? 
S1: Snakes eat frogs. 

S1: This is a frog. 
S2: Where do frogs live? 
S1: … 
 T: 生息地はどこですか？ 
S1: Frogs …? 
S2: … 
T: 食べているものを尋ねてみま

しょう。 
S2: What...? 
T: What do frogs eat? 

S1: Frogs eat bugs. 
理由 

S2 は，生き物について，その生
息地や食べている物を尋ねている
だけでなく，②Owls are strong?と生
き物の様子を更に詳しく尋ねてい
る。 

S1 は，生き物について，その生
息地や食べている物を答えている
だけでなく，①Owls catch snakes at 
night.と具体的な情報を付け加え，
更に詳しく伝えている。 

理由 
 S2 は，生き物について，その生
息地や食べている物を尋ねてい
る。 

S1 は，生き物について，その生
息地や食べている物を答えてい
る。 
 

理由 
 S2 は，生き物について，その生
息地は尋ねているが，食べている
物を尋ねていない。そのため，生
き物についてよく知ることができ
ない。 

S1 は，生き物について，食べて
いる物を答えているが，生息地を
答えていない。そのため，生き物
について十分に伝わらない。 

 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・理科の教科書やタブレット端末，学校図書館等を活用し，食物連鎖について，調べ学習をする時間を設け
る。 

 



評価事例 14 

単 元 名 第６学年 Unit６ Let’s think about our food. 

単 元 の 目 標 
おすすめのメニューに込めた自分の考えをよく知ってもらったり，相手の考えをよく知

ったりするために，食材について，その場で質問したり質問に答えたりして伝え合うこと
ができる。                          「話すこと［やり取り］ウ」 

言 語 活 動 

校長先生へのおすすめのメニューをグループごとに考案し，校長先生に食べてほしいお
すすめのメニューを学級で選ぶ。グループごとに考えたメニューの良さを伝え合うために，
食材について質問したり，質問に答えたりする。３人のグループでメニューを考案し，紹
介する食材を分担する。考案したメニューを紹介するポスターを作成し，全てのグループ
とやり取りを行う。 

 

評価の進め方 
 児童は３人のグループを作り，全てのグループとやり取りを行う。教員とＡＬＴは，やり取りの様子を見
ながら分担して評価をする。 

 

評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〈知識〉 
 食べ物，メニューなどを表す語
句や ～ is from ～. ～ is in the ～ 
group.の表現について理解してい
る。 
〈技能〉 
 おすすめのメニューについて，
上記の語句や表現等を用いて，伝
え合う技能を身に付けている。 

おすすめのメニューに込めた自
分の考えをよく知ってもらった
り，相手の考えをよく知ったりす
るために，食材について，その場
で質問をしたり質問に答えたりし
て伝え合っている。 

おすすめのメニューに込めた自
分の考えをよく知ってもらった
り，相手の考えをよく知ったりす
るために，食材について，その場
で質問をしたり質問に答えたりし
て伝え合おうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
 「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を使って，対話を続けるために，更
に詳しく質問したり，質問に答えたりしている。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
おすすめのメニューについて，食材やその産地，栄養素のグループを伝

えたり，相手の話を聞き取ってその場で質問したり，質問に答えたりして
いる。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
S1: This is our beef bowl. 
  （米のイラストを示しながら） 
   The rice is in the yellow group. 
S2: Where is the rice from? 
S1: The rice is from Niigata. 
   It is delicious. 
   Do you like beef bowl?① 
S2: Yes, I do. I like ○○(店名).②  
 

S1: This is our beef bowl. 
   The onion is in the green group. 
  （タマネギのイラストを示しながら） 
S2: Where is the onion from? 
S1: The onion is from Hokkaido. 

It’s delicious. 
   
 

S1: This is our beef bowl.  
…（牛肉のイラストを示している。） 

T: 栄養素のグループは何ですか。 
S1: The beef is … 
S2: … 
T: 牛肉の産地を尋ねてみましょう。 

S2: Beef? 
S1: The beef is from Tome. 

理由 
S1 は，食材や栄養素のグループ

を伝え，S2 の産地を尋ねる質問に
答えているだけでなく，①Do you 
like beef bowl?と更に詳しく質問し
ている。 

S2 は，食材を聞き取り，その場
で産地を質問しているだけでな
く，①の質問に応じて，②Yes, I do. 
I like ○○(店名).と更に詳しく答
えている。 

理由 
 S1 は，食材や栄養素のグループ
を伝えるとともに，S2 の産地を尋
ねる質問に答えている。 
 S2 は，食材を聞き取り，その場
で産地を質問している。 
 メニューの良さについては，It’s 
delicious.や It’s healthy.などを付け
加えたり，日本語で説明したりす
ることも考えられる。 

理由 
S1 は，食材や産地を伝えている

が，栄養素のグループを伝えてい
ないため，そのメニューを勧める
理由が伝わらない。 

S2 は，イラストを見て食材を推
測しているが，食材の産地を尋ね
る質問をしていないため，メニュ
ーについてよく知ることができな
い。 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・校長先生の好きな食べ物や嫌いな食べ物などについてインタビューする時間を設ける。 
・家庭科の教科書やタブレット端末等を活用し，食材や産地，栄養素のグループについて調べ学習をする時
間を設ける。 

 



評価事例 15 
単 元 名 第６学年 Unit７ My Best Memory 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらうために，小学校の思い出について，伝えようとする内容

を整理した上で話すことができる。                           「話すこと［発表］イ」 

言 語 活 動 
卒業アルバムの内容がＡＬＴに伝わるように，小学校の思い出を紹介する動画を学級ご

とに作る。小学校生活への思いを知ってもらうために，一番思い出に残っている行事につ
いて，行った場所やしたこと，楽しんだことなど伝えたいことを整理して発表する。 

 

評価の進め方 
 児童は３人のグループを作り，グループごとに発表している様子を交代で撮影する。教員とＡＬＴは，発
表している様子や撮影された動画を見て評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
学校行事，動作などを表す語句

や My best memory is ～. We went 
～. We saw ～. I enjoyed ～.の表現
について理解している。 
〈技能〉 
 小学校の思い出について，上記
の語句や表現等を用いて，話す技
能を身に付けている。 

 自分のことをよく知ってもらう
ために，小学校の思い出について，
伝えようとする内容を整理した上
で話している。 

自分のことをよく知ってもらう
ために，小学校の思い出について，
伝えようとする内容を整理した上
で話そうとしている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，更に詳しく伝わるように

話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 一番思い出に残っている行事について，行った場所やしたこと，楽しん
だことを話している。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
My best memory is our school trip. 
We went to Fukushima in September. 
We saw Tsuruga-jyo castle. 
It’s big!① 
I enjoyed making Akabeko. 
I want to go to Fukushima again.② 

My best memory is our school trip. 
We went to Fukushima in September. 
We saw Tsuruga-jyo castle. 
I enjoyed making Akabeko. 

S: My best memory is our school trip. 
    We went to Fukushima in   
    September. 
    We saw Tsuruga-jyo castle. 
    … 
T: 楽しんだことは何ですか？ 
S: I enjoyed ... 
 

理由 
一番思い出に残っている行事に

ついて，場所やしたこと，楽しん
だことを話しているだけでなく，
①It’s big!と情報を付け加えたり，
②I want to go to Fukushima again.と
自分の気持ちを加えたりして，更
に詳しく伝わるように話してい
る。 

理由 
 一番思い出に残っている行事に
ついて，行った場所やしたこと，
楽しんだことを話している。 
 

理由 
 一番思い出に残っている行事に
ついて，行った場所やしたことを
話しているが，楽しんだことを話
していない。そのため，小学校生
活への思いが十分に伝わらない。 
 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・伝える相手をＡＬＴやお世話になった人，家族などと設定することで，児童に相手意識を持たせる。 
・一番思い出に残っている行事について，行事やしたこと，楽しんだことなどを，イメージマップやＸチャ
ートなどを活用したワークシートに書かせ，伝えたいことを整理する場面を設ける。 

・ワークシートに整理して書いたことを英語で伝えるには，どのような語句や表現を知りたいか，既習の語
句や表現をどのように使って話せば良いかを考えさせる。 

 



評価事例 16 
単 元 名 第６学年 Unit８ My Future，My Dream 

単 元 の 目 標 
自分のことをよく知ってもらうために，中学校生活に向けての抱負や将来の夢について，

伝えようとする内容を整理した上で，自分の考えや気持ちなどを話すことができる。 
    「話すこと［発表］ウ」 

言 語 活 動 
中学校の生徒や教員にメッセージ動画を送るという課題を設定する。中学校生活に向け

た自分の思いを知ってもらうために，入りたい部活動や楽しみたい行事，得意なことなど
伝えたいことを整理して発表する。 

 

評価の進め方 
 発表の時間を２時間設け，学級全員の前で１人ずつ発表させ，その様子を動画で撮影する。教員とＡＬＴ
は，発表の様子を見ながら評価をする。 

 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
〈知識〉 
部活動や学校行事，職業，動作

を表す語句や I want to join ～. I 
want to enjoy ～. I’m good at ～. I 
want to be ～.の表現について理解
している。 
〈技能〉 
中学校生活に向けての抱負や将

来の夢について，上記の語句や表
現等を用いて，自分の考えや気持
ちなどを話す技能を身に付けてい
る。 

自分のことをよく知ってもらう
ために，中学校生活に向けての抱
負や将来の夢について，伝えよう
とする内容を整理した上で，自分
の考えや気持ちなどを話してい
る。 
 

自分のことをよく知ってもらう
ために，中学校生活に向けての抱
負や将来の夢について，伝えよう
とする内容を整理した上で，自分
の考えや気持ちなどを話そうとし
ている。 

 

思考・判断・表現の判断基準 

Ａ：十分満足できる状況 
「Ｂ」に加えて，既習の語句や表現を用いて，自分の考えや気持ちが更
に詳しく伝わるように話している。 

Ｂ：おおむね満足できる状況 
 入りたい部活動や楽しみたい行事，得意なことや将来の夢を話してい
る。 

Ｃ：努力を要する状況  「Ｂ」を満たしていない。 
 

評価例（Ｓ＝児童，Ｔ＝教員） 

Ａとなる例 Ｂとなる例 Ｃとなる例 
I want to join the art club. 
I want to enjoy school festival. 
I’m good at drawing. 
I want to be a manga artist. 
What manga do you like?① 
I like Doraemon.② 
 

I want to join the art club. 
I want to enjoy school festival. 
I’m good at drawing. 
I want to be a manga artist. 

S: I want to join the art club. 
  I want to enjoy school festival.  
  I’m good at drawing. 
  .... 
T: 将来の夢は何ですか？ 
S: I want to … 

理由 
入りたい部活動や楽しみたい行

事，得意なことや将来の夢を話し
ているだけでなく，①What manga 
do you like?と相手に問い掛けた
り，②I like Doraemon.と情報を付
け加えたりして，自分の考えや気
持ちが更に詳しく伝わるように話
している。 

理由 
 入りたい部活動や楽しみたい行
事，得意なことや将来の夢を話し
ている。  

理由 
 入りたい部活動や楽しみたい行
事，得意なことは話しているが，
将来の夢を話していない。そのた
め，中学校生活への思いが十分に
伝わらない。 
 

「Ｃ：努力を要する状況」と
判断した児童に対する指導
や支援については，「指導・
支援アイデア集」を参照 

 

 

指導のポイント 
・伝える相手を中学校の生徒や教員などと設定することで，児童に相手意識を持たせる。 
・中学校生活に向けた抱負について，入りたい部活動や楽しみたい行事などを，イメージマップやＸチャー
トなどを活用したワークシートに書かせ，伝えたいことを整理する場面を設ける。 

・ワークシートに整理して書いたことを英語で伝えるには，どのような語句や表現を知りたいか，既習の語
句や表現をどのように使って話せば良いかを考えさせる。 

・小中連携の例として，実際に撮影した動画を見てもらうなど中学校と交流することも考えられる。 
 


